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特集富士見市 誕生から50年

　50年前の昭和47年4月10日、富士見町が市制を施行し、「富士見市」が誕生しました。今月号の特集では、
富士見市が歩んできた50年を振り返りながら、これからの富士見市の展望や、笑顔と絆をはぐくむ市制施行
50周年記念事業についてお知らせします。

問 秘書広報課　☎049-256-9535

富士見市
 誕生から50年

写真は市制施行当時と現在のようすです。

鶴瀬駅ビルからみずほ台方面を望む

鶴瀬駅東口
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特集 富士見市 誕生から50年

富
士
見
市
は
、
昭
和
47
年
４
月
に
市
制

を
施
行
し
て
か
ら
今
年
４
月
で
50
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
市
制
施
行

時
に
人
口
約
６
万
人
で
歩
み
始
め
た
本
市
は
、

都
心
か
ら
30
㎞
圏
内
で
緑
も
多
い
と
い
う
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、
都
会
と
自
然
が
調

和
し
た
住
み
よ
い
ま
ち
と
し
て
発
展
を
遂
げ
、

今
日
ま
で
に
人
口
11
万
２
千
人
を
超
え
る
都

市
に
成
長
い
た
し
ま
し
た
。

今
日
に
至
る
ま
で
市
政
運
営
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
様
、

そ
し
て
本
市
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
多
く
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。今

、
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
世
界

的
な
気
候
変
動
に
伴
う
グ
リ
ー
ン
分
野
へ
の

対
応
や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル

分
野
の
加
速
化
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な
変
革

の
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
変
革
の
時
代
を
乗
り
越
え
、
本
市

が
今
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
先
人
の

方
々
の
伝
統
や
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く

「
継け

い

往お
う

開か
い

来ら
い

」
の
精
神
が
大
切
で
す
。

私
は
、
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て

行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
し
て
、
コ

ロ
ナ
禍か

で
失
わ
れ
た
人
と
人
と
の
絆
を
取
り

戻
す
と
と
も
に
、「
継
往
開
来
」
の
志
を
市

民
の
皆
様
と
一
緒
に
共
有
し
な
が
ら
変
革
を

実
現
し
、
新
た
な
時
代
を
築
い
て
い
く
た
め

の
ス
タ
ー
ト
と
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
み
ん
な
笑
顔
☆
ふ
じ
み
」
を
合
言
葉
に
、

第
６
次
基
本
構
想
で
定
め
た
本
市
の
理
想
の

未
来
で
あ
る
誰
も
が
自
分
ら
し
く
「
充
実
し

た
日
々
」
が
送
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

輝
く
未
来
を
予
感
さ
せ
る
富
士
見
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
の
誇
り
高
く
、
力
強
い
音
色
と

と
も
に
、
新
た
な
歴
史
を
一
緒
に
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

笑
顔
が
あ
ふ
れ

輝
き
続
け
る
ま
ち
へ

富士見町役場（左）の跡地に建つ鶴瀬公民館（右）

鶴瀬駅北側の第110号踏切
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人口約7万人
(S51)

人口約8万人
(S56)

人口約9万人
(S62)

人口約10万人
(H11)

人口約6万人
(S47)

● 第3代富士見市長・萩原定次郎氏が
名誉市民に（H15）

平成14年 平成4年 昭和57年 昭和47年
198219922002 1972

●市制施行(S47)

● 第1回 ふ じ み 市 民
まつり開催(S57)

（市制施行10周年）

● シャバツ市と姉
妹都市提携(S57)

シャバツ市への第2次
訪問団（S58）

● 東武東上線に地下
鉄有楽町線乗り入
れ開始(S62)

● みずほ台駅開設(S52)

● 自治体初のミニ鉄
道公園であるむさし
野緑地公園が開園
(S55)

● 副都心線開通。東武東上線から直
通運転開始（H20）

● 東日本大震災発生。多くの市民が
被災地でボランティア活動（H23）

● ふじみ野駅開設（H5）

● 水子貝塚公園開園（H6）

● 難波田城公園開園（H12）

● 純米吟醸縄文海進販
売開始（H4）

（市制施行20周年）

● キラリ☆ふじみ開館（H14）
（市制施行30周年）

● 初代富士見町長・
加治宰

さい

輔
すけ

氏が名誉
市民に（S57）

成長を続けてきたまちの歩み
　都心から30km圏内に位置し、都市部と緑豊かな田園風景が調和した快適で住みよいまちとして成長してき
た富士見市。人口の推移とともに、現在も成長を続けるこのまちの歩みを振り返ります。

特集富士見市 誕生から50年
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人口約11万人
(H28)

令和4年 平成24年
20122022

● 東武東上線が東急東横
線・みなとみらい線と相
互直通運転開始（H25）

● 市制施行45周年記念事業「ももクロ春の一大事
2017 in 富士見市」(H29)

● 梅
うめ

酒
さけ

「梅
うめ

恋
れん

花
か

」
　販売開始（H29）

● 東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会ホストタ
ウン登録（H30）

● ロンドンオリンピックレス
リング女子フリースタイル
48kg級で小

お

原
ばら

日
ひ

登
と

美
み

さんが
金メダル(H24)

● 市マスコットキャラクター
「ふわっぴー」誕生(H24)

（市制施行40周年）

● セルビア共和国・サンマリノ共和国のレスリング選手団が市
民総合体育館で事前キャンプを行い、銅メダリスト誕生（R3）

● 東京2020オリンピック聖火リレーが市内
を通過。ランナーは高校生の未来オリンピ
アンの中谷奏

そ

空
ら

さん（R3）

● 手話言語条例制定（H27）● 埼玉大学S
ス テ ム

TEM教育研究センターと連携
し、科学技術分野で将来活躍する人材を
育成するSTEM教育の取組み開始（R1）

成長を続けてきたまちの歩み
特集 富士見市 誕生から50年
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明
る
く
人
懐
っ
こ
い
子
が

多
い
富
士
見
市
の
子
ど

も
た
ち
。
そ
の
人
懐
っ
こ
さ
の

秘
密
は
、
各
家
庭
の
あ
た
た
か

さ
に
加
え
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

子
ど
も
た
ち
に
声
を
か
け
、
関

わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
も
富
士
見

市
で
育
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
こ

ろ
か
ら
変
わ
ら
な
い
地
域
の
あ

た
た
か
さ
を
今
の
子
ど
も
た
ち

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
代
々
続
く

「
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
」
で
、

富
士
見
市
の
大
き
な
魅
力
の
１

つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
し
っ
か
り
と
自
分
の

夢
を
持
っ
て
い
る
子
も
多
く
い

ま
す
。
当
園
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
学
び
行
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
よ
う
、
一
緒
に
悩

み
考
え
る
こ
と
を
保
育
の
理
念

と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
夢
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に

進
ん
で
い
け
る
よ
う
、
一
人
ひ

と
り
の
「
考
え
る
チ
カ
ラ
」
を

は
ぐ
く
み
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

町
会
と
い
う
組
織
は
100
年

先
で
も
必
要
と
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
地
域
の
防
災
力
・
防
犯
力

の
向
上
と
い
う
町
会
活
動
の
意

義
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
直
接
会
う
機
会

の
減
少
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
り
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
形
が

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ

う
し
た
中
で
も
、
人
間
関
係
が

希
薄
だ
と
思
わ
れ
が
ち
な
都
心

か
ら
の
転
入
者
や
若
い
世
代
の

方
の
多
く
が
自
ら
町
会
に
加
入

し
、
私
た
ち
の
活
動
に
対
し
て

感
謝
を
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
は
、
学
校
の

先
生
や
商
店
を
営
む
方
な
ど
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
住
民
や
子
ど

も
た
ち
に
深
く
関
わ
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。そ
ん
な
大
切
な「
地

域
の
絆
」
が
100
年
先
に
も
残
せ

る
よ
う
、
市
と
と
も
に
市
制
施

行
50
周
年
を
お
祝
い
し
、
町
会

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
団
結
力
で

絆
を
よ
り
太
く
紡
い
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　市の50年の歩みには、今日まで一歩一歩力を合わせてまちづくりを支えてきた市民の皆さんの力がありました。
ここでは、地域の皆さんに、自らが大切にしてきたもの、次世代に引き継いでいきたいものなどを伺いました。

これまでも、そしてこれからも
町
会
が
紡
ぐ

　
　
　
　
地
域
の
絆

子
ど
も
た
ち
が
夢
に

向
か
え
る
よ
う
に

富士見市町会長連合会 会長　山本 昇一 さん

ナーサリースクール☆S
ス ク ス ク

UKUSUKU 園長　平岡 祐子 さん

通学路で見守り活動を行うつるせ台
小学校区の町会の皆さん

道行く人にあいさつをする子ど
もたち

特集富士見市 誕生から50年
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私
が
水
子
上か

み

組ぐ
み

囃は
や

子し

連
に

入
っ
た
の
が
約
50
年
前
。

当
時
は
先
輩
方
と
酒
を
酌
み
交

わ
し
た
り
、
子
ど
も
も
大
勢
お

囃
子
を
習
い
に
集
っ
て
お
り
、

地
域
住
民
が
家
族
の
よ
う
に
笑

顔
で
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る
大
切

な
団
ら
ん
の
場
で
し
た
。
近
年
、

祭
事
に
関
わ
る
方
が
減
っ
て
き

て
お
り
、
そ
れ
に
比
例
し
て
、

ま
ち
の
元
気
が
な
く
な
っ
て
き

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
地

域
の
祭
り
に
は
、
歴
史
や
風
習

と
い
う
観
点
以
外
に
も
継
承
し

て
い
く
べ
き
大
切
な
要
素
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
転
入
さ
れ

た
方
や
若
い
世
代
の
方
と
地
域

と
を
つ
な
げ
る
役
割
で
す
。
お

囃
子
の
音
色
に
誘
わ
れ
集
ま
る

方
々
は
皆
笑
顔
で
楽
し
げ
で
す
。

私
た
ち
お
囃
子
に
関
わ
る
者
は
、

富
士
見
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
と

し
て
、
住
民
の
笑
顔
を
引
き
出

す
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
お

囃
子
の
演
奏
技
術
と
と
も
に
、

笑
顔
や
ま
ち
の
元
気
を
生
み
出

す
力
を
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
校
卒
業
後
、
５
年
間

民
間
企
業
に
勤
め
て
い

ま
し
た
が
、
黙
々
と
農
業
に
汗

を
流
す
父
の
姿
に
憧
れ
就
農
を

決
め
ま
し
た
。

　
新
井
家
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

豊
富
な
家
系
で
、
祖
父
は
イ
チ

ゴ
、
父
は
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
を

始
め
ま
し
た
。
今
は
農
業
技
術

を
磨
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

私
も
い
ず
れ
は
祖
父
や
父
と
同

じ
よ
う
に
、
代
々
引
き
継
が
れ

て
き
た
大
切
な
こ
の
土
地
で
、

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
就
農
の
た
め
に
富
士
見
市
に

戻
っ
て
き
た
と
き
、
こ
の
ま
ち

は
地
域
活
動
が
盛
ん
で
、
地
域

が
み
ん
な
で
支
え
合
っ
て
い
る

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
私
に
は
１
歳
に
な
る
息
子
が

い
ま
す
。
息
子
が
夢
に
挑
戦
す

る
と
き
、
私
の
よ
う
に
地
域
の

あ
た
た
か
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

そ
う
し
た
富
士
見
市
を
息
子
の

世
代
に
残
せ
る
よ
う
私
た
ち
の

世
代
が
し
っ
か
り
と
引
き
継
い

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

これまでも、そしてこれからも

地
域
み
ん
な
が
応
援

し
あ
え
る
ま
ち

笑
顔
を
生
む
演
奏
が

ま
ち
を
元
気
づ
け
る

水子上組囃子連 会長　増田 勝雄 さん

市内農家（東大久保）　新井 勤
つとむ

 さん

みずみずしいキュウリが育つ
新井さんの畑

江戸時代後期から続く水子上組
囃子

特集 富士見市 誕生から50年
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笑顔と絆をはぐくむ50周年記念事業
　市制施行50周年となる令和4年度は、市民の皆さんからのアイデアがつまったさまざまな事業を実施し、
笑顔と絆をはぐくんでいきます。

市制施行50周年記念事業
こんなことも
やってます
【Part❶】

市立保育所☆こども手形アート展
（2.11～27）

　市立保育所の子どもたちみん
なでつくったアート作品をらら
ぽーと富士見内に展示しました。

友 だ ち と 一 緒
に い ろ い ろ な
色 の 手 形 を 取
れて、とても楽
しかったです!!

古
こ

谷
や

野
の

 愛
まな

美
み

 さん

市民アイデア

花
火
大
会

場
所
：
関
沢
小
学
校
、
勝
瀬
中
学
校
、
本
郷
中
学
校

11
月
26
日

　
町
会
や
商
工
会
と
連
携
し
、
市
全
体
の
元

気
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
３
つ
の
小
中
学
校

で
同
時
に
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

文化の杜
もり

公園で行われた「成人の日・ミュージックHANABI」（R2.1）

特集富士見市 誕生から50年
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笑顔と絆をはぐくむ50周年記念事業
市制施行50周年
記念式典
　市政の発展に貢献された先人へ
の感謝とさらなる飛躍につなげる
ため、市制記念日に開催します。

富士見ファンファーレ
　式典では、公募により決定し
た富士見ファンファーレを初披
露します。ファンフ
ァーレは今後市の事
業などで活用します。

記念映像を作成しました
　市の過去、現在、未来へと笑
顔をつなげていきたいという想
いを込めた記念映像です。映像
は式典開催にあわせて、市ホー
ムページなどで公開します。

新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、一般の方の観
覧はできません。

新しい富士見市へ
祝福の気持ちを込めて

富士見ファンファーレ作曲者
國
こく

分
ぶ

 大悟 さん
　これからの富士見市へ祝福
の気持ちを込めて作
曲しました。聴いた
方が新たな道を歩
む勇気を持って
もらえたらう
れしいです。

とき 事業名

4月
・�市内3駅発車メロディー放

送開始
・市制施行50周年記念式典

5月 ・FUJIMI☆クラフトビア
  フェスタ

6月 ・富士見のあゆみ発行

7月 ・松竹歌舞伎舞踊公演

8月 ・�子ども大学☆ふじみ特別
講演

とき 事業名

9月 ・�謎解きデジタルスタン
プラリー

10月 ・富士見ふるさと祭り

11月 ・FUJIMI☆音楽祭
・花火大会

12月 ・�ふわっぴー10周年記念
ポスト設置

令和5年
2月

・�ふじみ☆ふわっぴー絵
本お披露目

おもな記念事業一覧

4月10日

9月～

　スマートフォンで参加できる謎解き
の要素を加えたスタンプラリーです。
市内各地に謎解きスポットを設置し、
楽しみながら市内を周遊します。

謎解きデジタル
スタンプラリー

場所：キラリ☆ふじみ

11月19・20日

　富士見市文化芸術アドバイザーの北原
幸男さんをはじめ、プロ・アマの演奏家
による音楽フェスを開催します。

FUJIMI☆音楽祭

　特別事業のほか、毎年実施している事業を拡充して実施す
る事業など、令和4年度中にさまざまな記念事業の実施を予
定しています。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

市制施行50周年記念事業
こんなことも
やってます
【Part❷】

カウントダウンフォト（1/1～4/10）
　市制施行50周年を迎える4月10日までの100日
間、市ホームページのトップに市民の皆さんから
ご応募いただいた写真を掲載してカウントダウン
を行っています。

※新型コロナウイルスの感染状況により、中止・延期になる場合があります。

特集 富士見市 誕生から50年
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